
 

 

 

愛知県感染症情報 
 

   平成 13 年第 51 週（12 月第 3 週） 

（コメント）                                

A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘はいずれもピーク

をむかえていますので注意してください。  

インフルエンザは一部地域で流行が始まっていて、特に豊橋で報告が

多く見られます。  

これら疾病についての詳しいことは、愛知県衛生研究所のホームペー

ジ（ h t tp : / /www.p re f . a i ch i . jp / e i se iken /）をご覧ください。  

感 染 性 胃 腸 炎 （名 古 屋 市 を 含 む 。 平 成 1 1年 は 、 1 3週 （ 4月 1日 ～ ）か ら ）
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（定点の先生方からのコメント）  

 尾張西部地区  

・  O1（ 1 歳男、 8 歳女、 40 歳女）、 O18 ４歳女、 O10 ５歳女。  

  インフルエンザ B 多いです。  

  （尾西市  城後小児科）  

・  幼児～学童  全年齢で感冒性腸炎みられます。  

  乳幼児の発熱、喘鳴を伴うかぜ多いです。  

  （一宮市  あさのこどもクリニック）  

・  全年齢層に感染性胃腸炎流行  

  （一宮市  後藤小児科医院）  

・  急性胃腸炎多し。嘔吐のみが多し。インフルエンザはまだです。  

  （岩倉市  なかよしこどもクリニック）  

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/


 

・  嘔吐を伴う感染性胃腸炎、流行性耳下腺炎の流行続いています。 A

群溶連菌感染症も散発しています。手足口病２名ありました。  

  （江南市  みやぐちこどもクリニック）  

・ マイコプラズマ  69 歳女  

  （師勝町  師勝クリニック）  

・ マイコプラズマ感染症  ２歳女  

嘔吐下痢を伴った胃腸かぜが、未だ流行して居ります。ロタウィル

ス（－）です。  

  （春日町 丹羽医院）   

 尾張東部地区  

・ 相変わらずマイコプラズマ肺炎が多くみられます。 

A型インフルエンザ 33歳女 

   （瀬戸市  津田こどもクリニック）  

・  溶連菌感染症、水痘流行続いております。相変わらずマイコプラ

ズマ感染症多くみられます。嘔吐を主訴に受診する症例もまだ目

立ちます。  

  （尾張旭市  佐伯小児科医院）  

・  ４歳の伝染性単核症１例。溶連菌感染症も増えてきました。感染

性胃腸炎あいかわらず大流行です。  

  （春日井市  朝宮こどもクリニック）  

・  溶連菌感染症による急性化膿性扁桃炎の女児 3 名あり。 3 名とも

39～ 40℃の高熱が４日間継続しました。  

  （春日井市   かちがわ北病院）  

・  嘔吐中心の感冒性胃腸炎多し。ウイルス性肺炎多し。  

  （小牧市   小牧市民病院）  

・  インフルエンザ B 型がでてきました。  

  （小牧市   鈴木小児科）  

・  嘔吐を主訴とする胃腸炎の流行が続いています。  

  （小牧市   志水こどもクリニック）  

・  帯状疱疹  14 歳  

  （東海市  ハヤカワ小児科医院）  

 西三河地区    

・  病原性大腸菌  O166 7 歳男、 O18 30 歳男  

  RS ウイルス感染症  4 ヶ月男、 1 歳 3 ヶ月男  

  インフルエンザ A・ Bクイック＊  3 歳男  B（－）  



 

  （豊田市  星ヶ丘たなかこどもクリニック）  

  イ ン フル A・ Bク イック ＊ ： A型 及 び B型 インフルエンザウイルスを検出する迅

速診断キットの一種。  

・  サルモネラ SP O9G ３歳男  

  溶連菌また流行っています。３歳女  ５歳男  10 歳女  

  （豊田市  やふそ小児科）  

・  異型肺炎  ９歳女、ロタウイルス  １歳男  

  （岡崎市  深田小児科）  

・  病原性大腸菌 O55 ＶＴ（－）  ６歳女  

  （岡崎市  花田こどもクリニック）  

・  病原性大腸菌 O25 ＶＴ（－）９歳男、 O15 ＶＴ（－）１歳男  

  （岡崎市  にいのみ小児科）  

・  マイコプラズマ肺炎  8 歳、アデノウイルス感染症（アデノチェッ

ク陽性） 3 歳  

  （幸田町  とみた小児科）  

・  インフルＡＢクイック A（－） B（＋）１名  

  （岡崎市  粟屋医院）  

・  溶連菌感染症が引き続き目立ちます。  

  （碧南市  永井小児クリニック）  

・  インフルエンザＢ陽性  13 歳女  

  （知立市  宮谷クリニック）  

・  嘔 吐 、 下 痢 は 相 変 わ ら ず 多 い 、 白 色 便 が 多 く な っ て き ま し た 。   

（西尾市  やすい小児科）  

・  ロタウイルス感染症  1 歳男。依然感染性胃腸炎が流行しています。   

（西尾市  山岸クリニック）  

 東三河地区  

・  A型 イ ン フ ル エ ン ザ が 保 育 園 で 集 団 発 生 し て い ま す 。 ま た FluA ＊

（－）の高熱のでる患者さんも多くみられる。  

  （豊橋市  あずまだこどもクリニック）  

  FluA＊ ： A型 インフルエンザウイルスを検出する迅速診断キットの一種。  

・  インフルエンザが流行中Ａ型 25 名（ワクチン未接種 18 名、１回

接種 1 名、 2 回接種 6 名）Ｂ型 36 名（ワクチン未接種１１名、１

回接種 1１名、２回接種 14 名） AB 混合感染 20 名（ワクチン未接

種 4 名、１回接種 7 名、 2 回接種 9 名） 20 歳以上の成人 8 名はす

べて未接種です。  



  （豊橋市  野村小児科）  

 

・ マイコプラズマ肺炎   8 歳女   

  （小坂井町  医療法人宝美会総合青山病院）  

・  胃腸炎多し。ロタウイルス（＋）２歳女（今シーズン第１号）   

    （蒲郡市  蒲郡市民病院）  

・ 咽頭結膜熱  ８ヶ月男（アデノチェック陽性）  

   （蒲郡市  医療法人鈴木小児科医院）  

・  今週も、胃腸炎が目立ちます。インフルエンザ（ A 型）が出てき

ました。  

  （田原町  かわせ小児科）  

 

 （ 1～ 3 類感染症の発生状況）  

 ●細菌性赤痢患者 1 名  

  江南保健所から報告の 70 歳女。 12/10 発病、 12/11 初診、 12/18 診

定。菌型は、ゾンネⅠ相。   

 

 （全数把握の 4 類感染症の発生状況）  

  ツツガムシ病患者１名。  

   

◆  第 49 週（ 12 月 3 日～ 12 月 9 日）の 4 類感染症の全国状況  

 A 群 溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘は年末のピーク

に向け患者報告数の増加が見られている。 A 群 溶血性レンサ球菌咽頭

炎の定点当たり報告数は例年の同時期よりやや多くなっており、山形

県で定点当たり報告数 7.2と多くなっている。感染性胃腸炎の定点当た

り報告数は、宮崎県（ 26.8） 、大分県（ 25.5） 、熊本県（ 23.2） 、福

岡県（ 18.6） など九州地方で多くなっている。水痘の定点当たり報告

数が多くなっているのは鳥取県（ 4.2） 、福井県（ 4.1） などである。

伝染性紅斑は非流行期であるが、過去 5 年 間の同時期と比較するとか

なり定点当たり報告数が多くなっている。流行性耳下腺炎の定点当た

り報告数は、第 19週 よりここ 10年 間で最大の定点当たり報告数が持続

しており、定点当たり報告数が多くなっているのは、石川県（ 7.7）、

長野県（ 6.3） 、沖縄県（ 6.3） などである。流行性角結膜炎は、宮崎

県で定点当たり報告数 3.5 と報告が多くなっている。  

（ Infectious Diseases Weekly Reportより抜粋   

  厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）  
 

  



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳          平成１３年１２月２７日   

          愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）       

２００１年１１月３０日号（７６巻４８号）  

☆炭疽。米合衆国のその後；１１月２１日時点で２３例。１８例確認

（５例死亡）。  

☆コレラ。ナイジェリア：１１月１４日までに７２４例（死亡５２）。     

☆ ワクチンと生物製剤：１９９９年にＷＨＯの所長によりワクチンと

生 物 製 剤 に 関 す る 専 門 家 委 員 会 (Strategic Advisary Group of 

Experts,SAGE)が 組織され、本報は０１年６月１４日～１５日のジュネ

－ブの第３回の会議のまとめ。①世界規模のワクチン実施作戦に関す

る協力体制、②ポリオ対策：ワクチン接種終了の目標とする状況、③

世界的なワクチン接種率上昇、④ワクチン開発、生物学的な研究促進、

が今後急務を要する話題である。  

☆１１月２３日－２９日届出。コレラ：チャド、マダガスカル、中央

アフリカ、ナイジェリア、ト－ゴ、ウガンダ、香港、インド。  

黄熱：セネガル。  

 

２００１年１２月７日号（７６巻４９号）  

☆ウイルス性出血熱：ガボン。１２月４日、出血熱疑いの７例死亡が

ＷＨＯに届出。同国保健省、ＷＨＯ、フランス中央研究所で検査中。  

☆世界のＨＩＶ／ＡＩＤＳ：第一報（地図つき）。ＷＨＯと国連ＡＩ

ＤＳの０１年報告。  

①０１年末で４千万人が感染者／患者、０１年に年間５百万名（１５

歳以下８０万）が感染、世界的には男女差なく、感染している自覚が

ない者が多い。②０１年の推定死亡数は３百万、女性死亡例の増加が

アフリカ・サハラ砂漠南縁諸国で著明となっている。③各国からの報

告数の一覧表：患者数ではエチオピアの 5 万４２３、タンザニア１３

万３８６、ガボン１０万３５３、ケニア８万１４９２、コンゴ共和国

８万５０５８などが目立ち、他地区では米合衆国８０万６１５７、ブ

ラジル２１万７９９、スペイン６万１２８、インド８万４３８、タイ

１８万１４８４が多いが感染者数ではインド、東南アジア、サハラ砂

漠南縁諸国の急増が顕著であり、対策が急がれる。  

☆ワクチンと生物製剤専門家会議続報：前報に続く勧告。ビタミンＡ

の投与、国際的協力、特にワクチン開発と安全性の継続的監視等の重

要性がまとめられている。  

☆１１月３０日－１２月６日届出。コレラ：日本（輸入例）、シンガ

ポ－ル。  



愛知県感染症情報            平成１３年１２月２７日  
愛知県衛生研究所企画情報部（文責  磯村）  

 
毎日の業務に追われ、忙しがっておりますうちに今年も暮れようとし

ています。小生自身にこの１年でどんな進歩があったか、考えてみま

すと内心忸怩たる思いです。先生方には随分お世話になりました。１

２月前半のまとめをお送りします。  

 
１ .名古屋地区：ウイルス性胃腸炎が各地区で流行、地域によっては大
流行しています。腹痛と嘔吐が主体で時に発熱、下痢があり、乳幼児

ではロタウイルス陽性の例も出ています（第一日赤有吉先生、千種区

今枝先生、労災病院山田先生、大同病院水野先生）。地域によっては

インフルエンザＢが発生していますが、インフル陰性で高熱数日間の

感冒が多く、マイコプラスマを含む気管支炎・肺炎が広い世代でみら

れ（第一日赤有吉先生、国立病院吉田先生、城北病院渡辺先生、中京

病 院 柴 田 先 生 、 三 菱 病 院 岩 間 先 生 、 労 災 ・ 山 田 先 生 、 大 同 ・ 水 野 先

生）、ＲＳウイルス感染症の報告もいただいています（第一日赤有吉

先生、国立・吉田先生、城北・渡辺先生、三菱・岩間先生、労災・山

田先生）。溶連菌感染症、水痘、ムンプスが全市的に散発中で大同・

水野先生からは最近耐性菌やグラム陰性の弱毒菌感染症が乳幼児に目

立つとのお手紙です。  

 
２ .尾張地区：犬山市武内先生からは溶連菌感染症、感染性胃腸炎多発、
水痘と手足口病が散発、江南市からは溶連菌感染症、嘔吐症、マイコ

プラスマを含む肺炎による入院が目立つ（昭和病院西村先生、愛北病

院露木先生）、瀬戸陶生病院山口先生からは小型球形ウイルスによる

胃腸炎の小流行あり、インフル・ロタウイルスともに発生していない

とのお手紙をいただきました。  

 
３ .三河地区：トヨタ病院木戸先生からは１～２週間ほど下痢・嘔吐の
ある胃腸炎が成人を含めて発生、マイコプラスマ肺炎や喘息ないし喘

息様気管支炎が目立った、岡崎市民病院糸洲先生からはＲＳウイルス

感染症（まだ軽い）、百日咳が目立った、知立市近藤先生からは感冒

性 嘔 吐 が 流 行 中 で ロ タ ウ イ ル ス 、 カ ン ピ ロ バ ク タ － 、 病 原 性 大 腸 菌

（ Ｏ １ ８ ） に よ る 下 痢 が 目 立 ち 、 溶 連 菌 感 染 症 、 マ イ コ プ ラ ス マ 肺

炎・気管支炎も多発、刈谷市田和先生からは嘔吐・下痢症（白色便も

ある）が少し目立ちムンプスと水痘が散発、豊橋市宮沢先生からは感

冒性胃腸炎、ロタウイルス腸炎、ムンプスが目立つとのお手紙をいた

だきました。有難うございました。  

 
４ .医療現場がますます厳しくなる昨今ですが先生方にはお元気で新し
い年をお迎えくださいますよう。平成１４年もよろしくお願いいたし

ます。  
 


